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寒さを吹き飛ばす激走寒寒ささをを吹吹きき飛飛ばばすす激激走走
 第２９回塙町産業祭が、１１⽉２３⽇（⾦）に
塙⼩学校で開催されました。名物イベントの「⽔
上俵引き競争」では、出場選⼿たちによる⽩熱し
たレースが展開され、観客からは拍⼿や声援が送
られていました。（関連 2･3 ページ）
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パフォーマンスに爆笑

女性の部でも白熱したレースが展開されました

仮装の部はパフォーマンスも大事なポイント

寒い！ 冷たい！ けど笑顔になるのが「水上俵引き競争」

俵を引かずに押す選手も

寒さをものともせず、水しぶきを上げ激走中！

音楽が産業祭を盛り上げます

５合飯の大飯食い競争

多くの人が産業祭を楽しんでいました

ママチャリタイムトライアル

笹原弘法太鼓 華麗なよさこい踊り

塙工業高校和太鼓部の勇壮な演奏

第２９回塙町産業祭
つなげよう ⼈の輪 花の輪 感謝の輪
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　町の一大イベント「第 29 回塙町産業祭」が、今年も 11

月 23 日（金）勤労感謝の日に塙小学校で盛大に開催され

ました。会場には約 50 の露店が建ち並び、ステージでは

太鼓の演奏をはじめ、よさこい踊り、大飯食い競争などが

行われ、会場を盛り上げていました。11 時 30 分からは開

会セレモニーが行われた後、ダリアづくりコンテスト、ダ

リア写真コンテストの表彰式が行われました。体育館では、

「Let’s 理科読ショー」や多方面で好成績を収めている塙

工業高校のコーナー、また、久慈川河川敷ではママチャリ

タイムトライアルが初開催され、にぎわいを見せていまし

た。今年も大盛り上がりだった産業祭。来場者は、晴天に

恵まれた塙の一大イベントを存分に楽しんでいました。

第２８回塙代官カップ！

⽔上俵引き競争
　塙町産業祭の名物イベントである「第 28 回塙代官カップ！

水上俵引き競争」が塙小学校東側の久慈川で行われました。

今年は、メインレースに９チーム、女性の部に６チーム、仮

装の部に６チームの合計 21 チームが出場。１チーム４人編

成で、３つの俵が乗ったイカダ（約 65 ㌔）を引くレース。

メインの部は 120 ｍ、女性と仮装の部は 100 ｍのコースで速

さを競い、大激走が繰り広げられました。優勝を目指し力走

する選手のパフォーマンスに、観客からは拍手や声援が送ら

れていました。

水上俵引き競争結果
【メインレースの部】

■優　勝：シューティングスターα（塙町）

■準優勝：またまたなまためん（白河市）

■３　位：シューティングスター（塙町）

【女性の部】

■優　勝：Join （塙町）

■準優勝：サンシャインガールズ（いわき市）

■３　位：塙中女性教員チーム（棚倉町）

【仮装の部】

■優　勝：塙中男性教員チーム（棚倉町）

■準優勝：ゆっきーと愉快な仲間達（白河市）

■３　位：塙工業高校柔道部（塙町）



平成３０年塙町功労者表彰式

多大な功労に
敬意と感謝

　

平
成
30
年
塙
町
功
労
者
表
彰
式

が
、
11
月
３
日
（
土
）
に
塙
農
村

勤
労
福
祉
会
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
式
典
で
は
、
宮
田
秀
利
町
長

が
式
辞
を
述
べ
、
受
賞
者
に
表
彰

状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

保
護
司
と
し
て
21
年
以
上
在
職

さ
れ
、
更
生
保
護
に
尽
力
し
、
地

域
社
会
の
犯
罪
予
防
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
て
い
る
岩
井
義
道
さ
ん

が
民
生
福
祉
特
別
功
労
表
彰
、
藤

田
曜
正
さ
ん
は
じ
め
16
人
の
皆
さ

ま
が
、
消
防
団
員
と
し
て
勤
務
状

況
が
良
好
で
あ
り
、
15
年
以
上
勤

務
し
て
い
る
と
し
て
、
民
生
福
祉

功
労
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

（保護司として 21 年以上在職しており、更生保

護に尽力し、地域社会の犯罪予防に多大な貢献を

されている）

　■特別功労表彰　岩井　義道　様

（消防団員として勤務状況が良好であり、15 年

以上勤務している）

　■功労表彰　

◆民生福祉特別功労表彰

　第21回福島県知事選挙が、10月28日（日）

に執行されました。塙町の投票結果は右

記のとおりです。なお、塙町の当日有権

者数は 7550 人、投票率は 59.21％で、前

回（第 20 回福島県知事選挙）の 57.90％

を上回る結果となりました。

第 21 回福島県知事選挙結果 候補者指名 得票数

内　堀　まさお ４，２２４

金　山　じゅん ５２

髙　橋　　　翔 ５８

町　田　かずし １０６

◆民生福祉功労表彰

藤田　曜正　様　　金川賢太郎　様

櫻岡　友和　様　　白坂　正樹　様

石川　美文　様　　下重　成幸　様

大場　正宣　様　　藤田　秀幸　様

藤江　勲　　様　　小峰　淳　　様

小峰　清一　様　　鈴木　正　　様

相良　次彦　様　　落合　高　　様

戸井田　聡　様　　戸井田拓也　様

開票事務を行う職員

　

幼
保
一
体
型
施
設
と

　

子
育
て
支
援
エ
リ
ア
を
併
設

　

平
成
30
年
11
月
か
ら
、
は
な
わ
こ

ど
も
園
（
仮
称
）
の
新
築
工
事
が
始

ま
り
ま
し
た
。
大
字
塙
字
材
木
町
地

内
に
、
建
築
面
積
３
５
７
０
・
８
７

㎡
、
延
床
面
積
３
１
３
０
・
６
８
㎡

の
鉄
骨
造
平
屋
建
の
施
設
が
建
設
さ

れ
ま
す
。

　

こ
ど
も
園
は
、
０
歳
児
か
ら
２
歳

児
を
対
象
と
し
た
保
育
部
と
、
３
歳

児
か
ら
５
歳
児
ま
で
を
対
象
と
し
た

幼
稚
部
の
「
幼
保
一
体
型
施
設
」
に

加
え
、
乳
幼
児
健
診
、
育
児
教
室
、

育
児
相
談
な
ど
に
対
応
で
き
る
「
子

育
て
支
援
エ
リ
ア
」を
併
設
し
ま
す
。

　

園
舎
に
は
「
幼
保
一
体
型
施
設
」

に
０
歳
児
か
ら
５
歳
児
室
、遊
戯
室
、

調
理
室
、
職
員
室
、
医
務
室
な
ど
が

配
置
さ
れ
ま
す
。
収
容
人
数
は
、
保

育
部
90
人
、
幼
稚
部
１
８
０
人
を
想

定
し
、温
か
み
の
あ
る
木
質
内
装
や
、

広
い
ス
ペ
ー
ス
を
生
か
し
た
、
ゆ
と

り
の
あ
る
保
育
・
教
育
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
「
子
育
て
支
援
エ
リ
ア
」

に
は
、
木
育
広
場
、
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
、
調
理
室
な
ど
を
配
置
し
て
、
多

世
代
と
の
交
流
を
図
り
な
が
ら
乳
幼

児
の
健
全
育
成
の
効
果
が
期
待
で
き

る
エ
リ
ア
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

実
質
的
な
町
の
負
担
は
35
・
９
％

　

こ
の
施
設
は
、
平
成
28
年
度
か
ら

基
本
設
計
、
実
施
設
計
を
経
て
、
平

成
30
年
11
月
５
日
（
月
）
に
新
築
工

事
の
入
札
が
行
わ
れ
、
藤
田
・
深
谷

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
（
藤
田

建
設
工
業
株
式
会
社
・
深
谷
建
設
株

式
会
社
）
が
落
札
し
ま
し
た
。
11
月

９
日
（
金
）
に
開
会
さ
れ
た
平
成
30

年
第
７
回
塙
町
議
会
臨
時
会
で
、
工

事
請
負
契
約
締
結
が
議
決
さ
れ
、
本

契
約
と
な
り
ま
し
た
。
工
期
は
、
平

成
30
年
11
月
10
日
か
ら
平
成
32
年
１

月
14
日
ま
で
と
な
り
、
平
成
32
年
４

月
開
園
を
目
指
し
、
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
建
設
に
係
る
事
業
費

は
、
予
算
ベ
ー
ス
と
し
て
土
地
購
入

や
設
計
な
ど
各
種
業
務
委
託
、
敷
地

造
成
工
事
費
、
新
築
工
事
費
、
備
品

購
入
な
ど
で
12
億
２
５
８
３
万
８
千

円
と
な
り
ま
す
。
財
源
は
、
国
や
県

の
補
助
金
が
８
・
１
％
、
町
負
担
が

91
・
９
％
（
う
ち
借
入
金
が
80
％
）

で
す
が
、
借
入
金
の
70
％
が
国
か
ら

地
方
交
付
税
と
し
て
交
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
実
質
的
な
町
の
負
担
は
35
・

９
％
と
な
り
ま
す
。

平
成
32
年
４
⽉
開
園
予
定

は
な
わ
こ
ど
も
園︵
仮
称
︶整
備
進
む

はなわこども園（仮称）新築工事の完成イメージ。子どもたちが

楽しい園生活を送れるようさまざまな工夫がされています

造成工事が完了したはなわこども園（仮称）

建設予定地（材木町）
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今
回
私
た
ち
が
取
材
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
の
は
町
で
生
け
花
教
室
を
開
い
て

い
る
木
村
秀
陽
（
淳
子
）
先
生
で
す
。

11
月
、
先
生
は
文
化
祭
や
式
典
な
ど
の

生
け
込
み
で
大
忙
し
。
今
回
は
芸
術
の

秋
特
集
と
し
て
、
生
け
花
に
焦
点
を
当

て
ま
し
た
。

●
⽊
村
秀
陽
︵
淳
⼦
︶
さ
ん
︵
桜
⽊
町
︶

　

先
生
は
、生
け
花
に
携
わ
っ
て
55
年
。

今
は
、
小
原
流
と
い
う
流
派
に
所
属
し

て
お
ら
れ
ま
す
。
小
原
流
は
生
け
花
界

で
も
大
き
な
組
織
で
、
近
代
生
け
花
に

数
多
く
の
新
生
面
を
も
た
ら
し
、
指
導

的
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。
そ

ん
な
木
村
先
生
に
、
生
産
と
は
違
っ
た

角
度
で
、
花
や
ダ
リ
ア
の
話
を
伺
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ど
ん
な
花
に
も
「
美
し
い
ね
」
と
優

し
く
声
を
か
け
る
先
生
。
心
を
ホ
ッ
と

さ
せ
て
く
れ
る
の
が
、
花
の
魅
力
だ
と

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
先
生
は
、

町
の
行
事
の
生
け
こ
み
や
お
稽
古
の
と

き
に
よ
く
ダ
リ
ア
を
使
っ
て
く
だ
さ
い

ま
す
。「
豪
華
で
色
や
大
き
さ
が
豊
富
。

主
役
も
脇
役
も
こ
な
せ
る
花
は
、
他
に

は
な
か
な
か
な
い
」
と
の
こ
と
。
私
た

ち
も
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、
ダ
リ
ア
が

美
し
く
生
け
ら
れ
て
い
て
と
て
も
嬉
し

い
で
す
。

　

生
け
花
は
「
華
道
」。
隊
員
も
、
先

生
の
も
と
で
生
け
花
を
習
っ
て
い
ま
す

が
、「
道
」
が
つ
く
お
稽
古
で
す
の
で

礼
儀
や
集
中
力
、
考
え
る
力
を
養
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
お
花
の
知
識
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
生
き
て
い
く
う
え
で
大

切
な
こ
と
を
た
く
さ
ん
習
得
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
生
け
花
の
魅
力
の
一

つ
だ
と
思
い
ま
す
。
先
生
は
特
に
子
ど

も
た
ち
に
指
導
す
る
際
に
、
花
を
通
し

て
心
の
教
育
を
し
て
い
き
た
い
と
話
さ

れ
ま
す
。
先
生
は
、お
話
の
中
で
「
心
」

と
い
う
言
葉
を
た
く
さ
ん
使
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
心
を
込
め
て
、
生
け
て

花
に
関
わ
る
人
の
心
を
豊
か
に
す
る
。

そ
し
て
、
自
ら
も
花
に
心
を
癒
さ
れ
て

い
る
。
改
め
て
、
花
は
私
た
ち
の
心
に

い
つ
も
優
し
く
寄
り
添
っ
て
く
れ
て
い

る
と
感
じ
ま
し
た
。　

　

（
記
・
有
村
）

おこ し
協力隊体験記

地
域

Kawamura × Arimura

花
は
い
つ
も
私
た
ち
の
心
に

優
し
く
寄
り
添
っ
て
く
れ
て
い
る
—
。

地域おこし協力隊

㊧有
ありむら

村明
あ き こ

希子さん ㊨川
かわむら

村 空
ひろなり

也さん

地域おこし協⼒隊トピックス
      （インターンシップ・千葉県旭市へ視察研修）

 １１⽉６⽇（⽕）から８⽇
（⽊）、修明⾼校からインター
ンシップで、⽣産流通科２
年⽣の深⾕未咲さん（⽚⾙）
が作業体験に来てくれまし
た。花を切ったり、球根の芽
を切ったり、電気柵の点検を
したり…。さまざまな作業を
⼿伝ってくれました。最後に
は花束づくり体験。「最初は
難しかったですが、作ってみ
るととても楽しかったです。」
と話してくれました。
 １１⽉１２（⽉）から１３⽇（⽕）、農協花き部会研修
で、千葉県旭市のダリア⽣産者さんの圃場へ視察研修
に⾏ってきました。東北や北海道の産地の花が終わる
今、千葉などの産地は、これから花の出荷のシーズン
です。温暖な気候を⽣かし、暖房設備の整ったハウス
で冬季に出荷作業をする圃場を、町のダリアや花⽊⽣
産者１３⼈で⾒学し、たくさんお話を聞くことができ
ました。２⽇⽬には⼤⽥花き市場を訪問し、市場担当
の⽅と今シーズンの出荷状況などの検討を⾏いまし
た。とても有意義な研修でした。     （記・川村）

功労者表彰式のために木村先生が生けられた花

文化祭への

出展作品。

写真㊤が木

村先生、写

真㊦が隊員

たちの作品

です。

有村さんも木村先生のお手伝い

深谷さん㊨が作業体験

千葉県へ視察研修

■入園対象児

　　原則として、塙町に住所のある６カ月児か

　ら３歳児（平成 27 年４月２日以降生まれの乳幼児。

　平成 31 年度中に入園を希望する方は、お申し込み

　をお願いします。）

■募集定員　８０人

■募集期間　平成３１年１月７日（月）まで

■受付場所　健康福祉課または塙保育園

■入園資格　

　　保護者が昼間に家庭内外で就労していると

　きなど、保育が困難なとき。ただし、保護者

　以外の人が保育できる場合は除きます。

■提出書類

　①塙保育園入所申込書　

　②塙町支給認定申請書または現況届　

　③就労証明書　

　④その他必要な書類

　※書類は役場窓口・塙保育園にご用意しています。

■問い合わせ

　健康福祉課福祉係　☎４３－２１１５

　塙保育園　　　　　☎４３－０３７７

平成３１年度

幼稚園・保育園 ⼊園児募集

塙保育園
■入園対象児（新規のみ）

　４歳児（平成２６年４月２日から

　　　　　平成２７年４月１日生まれ）

　５歳児（平成２５年４月２日から

　　　　　平成２６年４月１日生まれ）

　※現在入園している園児は手続き不要です。

■募集期間

　１２月１０日（月）から１２月２５日（火）まで

■受付場所　塙町教育委員会（塙町公民館内）

　　　　　　※印鑑をご持参ください

■提出書類

　①入園願書　

　②塙町支給認定申請書

　※書類は塙町教育委員会にご用意しています。

■預かり保育

　　教育時間終了後、保育が必要な幼児を対象

　に預かり保育（有料）を実施しています。希

　望者する方は「預かり保育申込書」を提出し

　ていただくことになります。

■問い合わせ

　教育委員会 学校教育課　☎４３－４０５０

塙幼稚園・笹原幼稚園
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塙
⼯
業
⾼
校
で
は
、
３
年
に
⼀度
、⼀

般
公
開
の
⽂
化
祭
﹁
光
が
丘
祭
﹂
を
開

催
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
年
度

は
ミ
ニ
⽂
化
祭
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
11
⽉
２
⽇
︵
⾦
︶
に
開
催
し
、

⽂
化
部
や
有
志
に
よ
る
活
動
発
表
を

⾏
い
、
昼
⾷
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し

み
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
⼒
で
豚
汁
な

ど
の
提
供
も
あ
り
、
⽣
徒
全
員
が
⼤
満

⾜
で
し
た
。
今
年
度
は
、
新
し
い
試
み

と
し
て
紙
⾶
⾏
機
⼤
会
を
実
施
し
、
バ

ル
ー
ン
の
中
に
﹁
成
層
圏
か
ら
紙
⾶
⾏

機
を
﹂
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
た
紙
⾶

⾏
機
を
⼊
れ
、
⼤
空
に
打
ち
上
げ
ま
し

た
。

 

11
⽉
16
⽇
︵
⽕
︶
に
、
塙
中
学
⽣

も
の
づ
く
り
体
験
学
習
を
実
施
し
ま

し
た
。
塙
中
学
校
２
年
⽣
70
⼈
が
来

校
し
、
機
械
科
と
電
⼦
科
の
実
習
を

体
験
し
ま
し
た
。
機
械
科
で
は
、
⽂

鎮
、
ペ
ー
パ
ー
ウ
ェ
イ
ト
、
キ
ー
ホ

ル
ダ
ー
の
製
作
、
鋳
造
実
習
、
溶
接

体
験
を
、
電
⼦
科
で
は
オ
ル
ゴ
ー
ル

ご
ま
の
製
作
を
体
験
し
ま
し
た
。
塙

中
学
⽣
も
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

て
、
完
成
し
た
製
作
物
を
持
ち
帰
り

ま
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
⼀
助
に

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

 

11
⽉
19
⽇
︵
⽉
︶、
機
械
科
の
鈴

⽊
雄
⼈
さ
ん
と
松
本
健
汰
さ
ん
は
、

塙
町
の
⽊
材
産
業
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め

に
、
本
校
で
培
っ
た
知
識
と
技
術
で

焼
き
印
を
製
作
し
、
塙
町
産
業
祭
な

ど
で
活
⽤
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

と
、
町
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

 

焼
き
印
に
は
、
塙
町
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
で
あ
る﹁
ダ
リ
ち
ゃ
ん
﹂と﹁
⽊

の
ま
ち 

は
な
わ
﹂
を
デ
ザ
イ
ン
し

ま
し
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
設
計

し
、
⾃
動
切
削
⼯
作
機
械
で
製
作
す

る
こ
と
で
、
満
⾜
い
く
作
品
が
で
き

ま
し
た
。
加
熱
部
は
電
気
ご
て
を
利

⽤
し
、使
い
や
す
く
⼯
夫
し
ま
し
た
。

焼
き
印
が
押
さ
れ
た
塙
町
の
製
品
と

出
会
う
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

丘光が丘
―福島県⽴塙⼯業⾼等学校だよりー Vol.08

からの

挑戦

 皆さん、こんにちは。電⼦
科３年の⾈⽊太陽（ふなき・た
いよう）です。今年度、和太
⿎部の部⻑を務めています。
和太⿎部には、２１⼈の部員
が所属し、⽇々の練習と地域
での公演イベントを中⼼に活
動しています。また、今年度
は⻑野県で開催された全国総
合⽂化祭にも参加しました。
さらに、北⽇本⼤会で準優勝
し、２年連続で太⿎⽇本⼀決
定戦（１２⽉９⽇（⽇）・埼⽟県）
に出場します。昨年度は５位
でしたが、社会⼈などの⼀般
団体も出場するなかで「⽇本
⼀」を⽬指します。審査員の
みではなく、観客の皆さんの
投票により決定されるので、
塙⼯⾼和太⿎部のスタイルで
ある、⼒強く迫⼒のある演奏
で会場を魅了してきます。

「和太⿎⽇本⼀」に挑戦します！
―塙⼯業⾼校⽣の○○に挑戦します！―

　

平
成
30
年
９
月
に
実
施
し
た
塙
町
総
合

健
診
の
結
果
を
見
る
と
、
女
性
は
飲
酒
の

「
適
量
」と
さ
れ
る
１
合
未
満
の
割
合
が
高

く
、
男
性
は
１
合
以
上
の
割
合
が
40
代
以

上
で
４
割
を
占
め
て
い
ま
す
。（
図
１
・
２
） 　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、
過
食

や
運
動
不
足
な
ど
の
生
活
習
慣
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
が
、
お
酒
の
飲
み
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぎ
も
原
因
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
ま
す（
図
３
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

メ
タ
ボ
の
状
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
極
め
て
動
脈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

硬
化
を
起
こ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
す
く
、
脳
梗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塞
や
心
筋
梗
塞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど
の
病
気
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
る
危
険
性
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
ま
り
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
予
防
の
た
め
に
、
厚
生
労
働
省

は
飲
酒
量
を
１
日
１
合
ま
で
と
し
て
い
ま

す
。
１
回
の
飲
酒
で
、
つ
い
飲
み
過
ぎ
て

し
ま
う
方
は
、
休
肝
日
を
設
け
る
な
ど
１

週
間
で
飲
酒
量
を
調
節
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
【
日
本
酒
１
合
の
目
安
…
ビ
ー
ル
５
０
０
ml
・
焼

酎（
25
度
）１
１
０
ml
・
ウ
イ
ス
キ
ー（
43
度
）60
　

・
ワ
イ

ン（
14
度
）１
８
０
ml
・
缶
チ
ュ
ー
ハ
イ
５
２
０
ml
】

　

お
酒
が
好
き
な
方
は
、
定
期
的
に
肝
機

能
な
ど
の
検
査
を
受
け
る
と
と
も
に
、
体

の
総
点
検
が
で
き
る
健
診
を
毎
年
受
け
健

康
状
態
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。
特
定
健
診

を
受
診
し
て
い
な
い
国
保
の
方
を
対
象

に
、
１
月
か
ら
「
施
設
健
診
」
を
実
施
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
回
覧
「
平
成
30
年
度

施
設
健
診
を
実
施
し
ま
す
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
（
申
し
込
み
は
12
月
14
日
ま
で
）。

　
　

■
問
い
合
わ
せ
　

　
　
　
　

健
康
福
祉
課
　

健
康
推
進
係

　
　
　
　
　
　

☎
（
４
３
）
２
１
１
５

　　

　雪が降りだしそうな寒い日にバスで

おでかけです。お父さんは、スケート

場でも動物園でも遊園地でもデパート

でも降りようとしません。さて、お父

さんは「ぼく」たちをどこに連れて行

ってくれるのかな。

　

図
書
館
で
は
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
、
そ
の
テ
ー
マ
に

関
す
る
本
を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。
今

月
も
、
そ
の
中
か
ら
一
冊
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
読
み
た
い
本
が
貸
し
出
し
中
の
場
合
、
予
約

も
で
き
ま
す
。（
☎
４
３
―
０
８
０
８
）

ク
リ
ス
マ
ス
の
本

12 月の
テーマ

「バスでおでかけ」

間瀬 なおかた／作・絵

（ひさかたチャイルド）

●ものがたり

図書館情
報

新 刊 案 内

『女子のための「手に職」図鑑』

華井 由利奈／著
（光文社）

　夢だけじゃ続けられないから、本当

の「働きやすさ」を手に入れる！ 出

産後も仕事を続けたいからこそ、知っ

ておきたいリアルな現状を解説。

お酒は適量を守りましょう
健康推進だより ㊶

■開館時間 ⽕曜⽇から⼟曜⽇・・・午前１０時から午後７時まで
      ⽇曜⽇・祝⽇  ・・・午前１０時から午後５時まで
■休 館 ⽇ １０⽇（⽉）、１７⽇（⽉）、２５⽇（⽕）、２９⽇（⼟）から１⽉４⽇（⾦）

【図書館の開館・休館情報（１2 ⽉）】

女性【図２】は飲酒の適量とされる１合未満の割合が高いものの、男性【図１】は４０代以上で１

合以上の割合が増えていることが分かります

【図３】1日の飲酒量の比較（単位：人）

123 122

1 合未満 1合以上

■メタボ該当　■メタボ該当及び予備軍

和太鼓部
舟木 太陽さん

【写真㊤】宮田

町長に焼き印を

寄贈する鈴木さ

んと松本さん。

【写真㊦】完成

した焼き印

　

年
末
年
始
に
か
け
、
お
酒
を
飲
む
機

会
が
増
え
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
気
を
付
け
た

い
お
酒
の
楽
し
み
方
を
改
め
て
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

■
塙
町
の
飲
酒
量
の
状
況

■
飲
酒
と
メ
タ
ボ
の
関
係

■
適
度
な
飲
酒
量
と
休
肝
日

ml

■
肝
臓
な
ど
の
定
期
健
診
を
忘
れ
ず
に

64

137

【図１】年代別飲酒量の割合（％）［男性］【図２】年代別飲酒量の割合（％）［女性］

■ 1合未満 ■１～ 2合未満 ■２～３合未満 ■３合以上■ 1合未満 ■１～ 2合未満 ■２～３合未満 ■３合以上
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0.8

9.3

0

24.020.3

33.1

4.6
9.9

0.3 0.60

30 代以下30 代以下 40 ～ 50 代40 ～ 50 代 60 代以上60 代以上

お昼はみんなで楽しくバーベキュー PTA から豚汁の提供

塙
⼯
業
⾼
校
ミ
ニ
⽂
化
祭
開
催

塙
中
２
年
⽣
が
も
の
づ
く
り
体
験

紙飛行機が入ったバルーンの打ち上げ

塙中２年生 70人がものづくり
体験に来校しました。生徒らは
真剣に取り組んでいました。

﹁
町
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
﹂

ダ
リ
ち
ゃ
ん
の
焼
き
印
を
町
へ
寄
贈
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■
対
象
と
な
る
方

　

農
業
、
営
業
、
不
動
産
所
得
ま
た

は
山
林
所
得
が
生
じ
る
業
務
を
行
う

す
べ
て
の
方
で
す
。
所
得
税
の
申
告

が
必
要
な
い
方
も
、
記
帳
・
帳
簿
な

ど
の
保
存
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
記
帳
す
る
内
容

　

売
り
上
げ
な
ど
の
収
入
金
額
、
仕

入
れ
や
経
費
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
、
取
引
の
年
月
日
、
売
り
上
げ
先
・

仕
入
れ
先
、
そ
の
他
の
相
手
方
の
名

称
、
金
額
、
日
々
の
売
り
上
げ
・
仕

入
れ
・
経
費
の
金
額
な
ど
を
ノ
ー
ト

な
ど
で
作
成
し
た
帳
簿
に
記
載
し
ま

す
。
記
帳
に
当
た
っ
て
は
、
一
つ

一
つ
の
取
り
引
き
ご
と
で
は
な
く
、

日
々
の
合
計
金
額
を
ま
と
め
て
記
載

す
る
な
ど
、
簡
易
な
方
法
で
記
載
し

て
も
良
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
帳
簿
な
ど
の
保
存

　

収
入
金
額
や
必
要
経
費
を
記
載
し

た
帳
簿
の
ほ
か
、
取
り
引
き
に
よ
り

作
成
し
た
帳
簿
や
受
け
取
っ
た
請
求

書
・
領
収
書
な
ど
の
書
類
を
整
理
し

て
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
表

１
参
照
）。

　

「
農
作
業
委
託
明
細
書
」・「
借
地

　

料
（
小
作
料
）
支
払
明
細
書
」
の

　

配
布
を
中
止
し
ま
す

　

農
業
収
入
・
経
費
な
ど
の
確
認
の

た
め
、
毎
年
12
月
に
町
か
ら
農
業
者

の
方
に
配
布
し
て
い
た
農
作
業
委
託

明
細
書
と
借
地
料
（
小
作
料
）
支
払

明
細
書
は
、
申
告
者
自
ら
が
記
帳
・

帳
簿
な
ど
の
保
存
義
務
が
あ
る
た

め
、
今
年
度
か
ら
配
布
し
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
平
成
30
年
所
得
税
（
平

成
31
年
度
分
町
県
民
税
）
申
告
の
際

に
は
、
農
業
経
費
な
ど
を
確
認
す
る

た
め
の
帳
簿
、
書
類
な
ど
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課 

課
税
係

　

☎
（
４
３
）
２
１
１
３

事
業
（
農
業
・
営
業
な
ど
）
所
得
者
の
皆
さ
ま
へ

事
業
所
得
が
あ
る
⽩
⾊
申
告
者
の
⽅
は
、

記
帳
・
帳
簿
な
ど
の
保
存
義
務
が
あ
り
ま
す

正しい申告のために記帳・帳簿などの
保存をしましょう

102018－12広報広報11 2018－12

（表１）帳簿・書類の保存期間

白色申告で保存が必要なもの 保存期間

帳簿
収入金額や必要経費を記載した帳簿（法定帳簿） 7 年

業務に関して作成した上記以外の帳簿（任意帳簿） 5 年

書類

決算に関して作成した棚卸表その他の書類 5 年

業務に関して作成し、または受領した請求書、
納品書、送り状、領収書などの書類

5 年

除雪機購入の際は補助をご利用ください
　町では、町道などを除雪する行政区または除雪を行

う団体が除雪機を購入する金額の一部を補助します。

申請方法などの詳細は、お問い合わせください。

■対 象 団 体　行政区、除雪を行う団体（組合など）

■対象除雪機　ハンドガイド型、トラクターアタッチ

　　　　　　　メントなど

■補 助 金 額　購入金額の３分の２（上限 50 万円）

■問い合わせ　まち整備課 まち整備係

　　　　　　　☎４３－２１１７

　町内各所で活動している「いきいき健康教室」と「地

域サロン」の交流会（主催：塙町生活支援体制整備推

進協議会）が、10 月 31 日（水）に塙町営体育館で行

われました。「支え合いの地域づくり」を目指し、初

めて開催され、18 の健康教室・地域サロンから約 280

人が参加しました。交流会では、地区別対抗カーリン

コン大会が行われ、優勝を目指して白熱したゲームが

展開されました。なお、優勝は真名畑Ｃ、準優勝は真

名畑Ｂ、３位はあじさいＣとなり、地元材で作った盾

が贈られました。

　その後、快フィットネス研究所の吉井雅彦所長を講

師に迎え「腹から笑って、いきいき人生」と題し講演

会が行われました。講演では、30 分に１回は立って

体を動かすことが大切であるなど、普段の生活ででき

る運動や発声方法などを学ぶことができました。参加

者は、白熱したカーリンコン大会とユーモアあふれる

講演で楽しい時間を過ごすことができました。

「運動」と「笑い」で健康に
―いきいき健康教室・地域サロン交流会が初開催―

白熱した地区別対抗カーリンコン大会

笑いの絶えない講演会となりました（㊧が講師の吉井所長）

県南地方振興局長賞を受賞した増子羽海さん（㊧から２）

宮田秀利町長から慰問品を受け取る上妻クレ子さん（西河内）

　町内の 65 歳以上のひとり暮らし・寝たきり高齢者

を町長が訪問する「友愛訪問」が、11 月１日（木）

から 14 日（水）にかけて、民生児童委員の方々の協

力のもと行われました。宮田秀利町長が約 130 件のお

宅を訪問し、慰問品を贈り励ましました。なお、うち

３件は、㈱星電設より寄贈いただいた電気敷毛布が贈

呈されました。毎年行っているこの事業。町では、こ

のほかに、高齢者見守り事業訪問員が１ヵ月に１回以

上、ひとり暮らしの高齢者を訪問し、安否確認や話し

相手になるなどの活動をしています。

■問い合わせ　

　健康福祉課　高齢者支援係　☎（４３）２２２７

お体を大切にお過ごしください
―宮田町長がひとり暮らしの高齢者を訪問―

　中学生の「税についての作文」コンクール（県内応

募総数 5251 編）で、県南地方振興局長を受賞した増

子羽海さん（塙中３年）への贈呈式が、11 月 20 日（火）

に同校校長室で行われ、野地誠県南地方振興局長から

表彰状が贈呈されました。「私たちの未来のために」

と題した作文では、病院に行ったことをきっかけに税

について考え、今後の未来を想像し、少しでも多くの

人に税金のことを考えて欲しいと訴えました。増子さ

んは「これからも税についてしっかり考えていきたい」

と受賞の喜びを語りました。

「税」を考え「未来」を考える
―中学生の「税についての作文」コンクールで受賞―
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例大祭最大の見せ場「大寄せ」では各行政区の山車が集合し、祭りは最高潮を迎えました

町中に響く太鼓の音色

迫力満点の御神輿が祭りをさらに盛り上げます

各行政区で安全祈願祭が執り行われました

３年後も頑張るぞ！ 由緒ある「神輿渡御行列」 「わっしょい！」力強く山車を引く子どもたち

祭りに花を添える巫女

練習の成果を発揮することができました

り　　り化粧を身に纏い

無病息災と五穀豊穣を祈る―

子どもたちが奏でる華麗な音色と

その勇壮な姿は再び３年後へ

祭

天まで響く音色を
奏でる勇壮な姿

1095日分の
思いを込めた2日間

　３年に一度の出羽神社例大祭が、11 月３日（土）・11

月４日（日）の２日間開催されました。11 月３日（土）

の午前 10 時に、神輿渡御行列が竹之内を出発。大字塙

地区を巡回し、御仮屋で区内安全が祈願されました。地

区内には、塙１区から塙６区の山車が太鼓や篠笛の華麗

な音色とともに、「わっしょい！わっしょい！」のかけ

声を響かせながら運行し、祭りを盛り上げました。２日

目となった 11 月４日（日）は、出羽神社例大祭最大の

見せ場である「大寄せ」が行われ、駅前の交差点に各行

政区の山車が集合しました。塙祭ばやし保存会や、各行

政区の合同演奏が披露され、駅前に集まった多くの観客

から、盛大な拍手・歓声が送られていました。

出
羽
神
社
例
大
祭

今回初めて女神輿を担いだ

連
れんごうはなわむつみかい

合華輪睦會の皆さん

 御神輿は重かったけど、とて
も楽しかったです。今まで準備
してきたかいがありました。３
年後もまたやりたいですね。担
ぎ⼿募集中です！



１．職員数および任免の状況   
●部門別職員数の状況（平成 30年４月１日現在）

機　関　名 職　員　数 対前年度
増減数 増減理由平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

町 長 部 局 ８４人 ８６人 ８５人 △１ 採用3人、退職△3人、異動△1人

議 会 事 務 局 １人 １人 １人
教 育 委 員 会 ２９人 ２７人 ２６人 △１ 退職△１人
選挙管理委員会 １人 １人 １人
監査委員会事務局 １人 １人 １人
農 業 委 員 会 １人 １人 １人
合 　 計 １１７人 １１７人 １１５人
※職員数は、一般職に属する職員数です。

●職員の採用および退職の状況（平成２９年度）

区　　　分 採　用 退　　　　職
定　年 勧　奨 その他 合　計

一 般 職 ５人 ４人 ０人 １人 ５人
合 　 計 ５人 ４人 ０人 １人 ５人

３．職員の給与の状況

●人件費の状況（普通会計）
住民基本台帳人口

平成３０年３月３１日現在 歳出額（A） 人件費（B） 人件費率
（Ｂ/Ａ）

９，１４３人 ６，３０１，４６６千円 ９１３，９４８千円 1４.５%
※人件費には、特別職に支給される報酬等も含まれています。

●職員給与費の状況（平成３０年度当初予算・普通会計）

区　分 給　与　費
給　料 期末・勤勉手当 その他の手当 計

平成３０年度 ３７６，０９７千円 １４８，７４９千円 ５９，０７６千円 ５８３，９２２千円

●特別職の報酬等の状況（平成３０年４月１日現在）
区　分 報酬月額 期末手当
町　　　長 ７８０，０００円

平成２９年度支給実績
３．２５月分副　町　長 ６２４，０００円

教　育　長 ５８９，０００円
議　　　長 ２７２，０００円

平成２９年度支給実績
３．１５月分副　議　長 ２０６，０００円

議　　　員 １８８，０００円

●職員の平均年齢、平均給料月額および
　平均給与月額の状況（平成３０年４月１日現在）

区　分 一般行政職
平 均 年 齢 ４３歳１月
平 均 給 料 月 額 ３２４，２００円
平 均 給 与 月 額 ３７７，２００円

●初任給および経験年数別・学歴別平均給与月額の状況（平成３０年４月１日現在）
区　分 初任給 経験年数

採用２年経過後 １０年 １５年 ２０年

一 般 行 政 職 大学卒 １８３，４００円 １９５，５００円 ２４７，９００円 ２９３，６００円 ３２６，６００円
高校卒 １５０，４００円 １５９，０００円 ２１７，１００円 ２４７，９００円 ２９３，２００円

２．人事評価の状況

　町では、試行期間を経て平成 28 年度から人事評価制度を導入して、職員
の能力開発、人材育成のツールの一つとして活用し、職員一人ひとりの能力
開発に役立て、職員が能力を最大限に発揮し組織力を高めることで、より良
い行政サービスを町民に提供することとしています。
　能力開発を目的とした「能力考課」と目標管理による組織力向上を目的と
した「業績考課」を実施し、上司と部下の評価面談を行い、評価結果は能力
開発と業務改善につなげます。

●主な手当の種類とその内容

期末・勤勉手当
（一般職）

○期末手当　２．５５月分　　　　　　　　　　　年間４.３５月分を２回に分けて支給します○勤勉手当　１．８月分  
※役職加算５％～１５％

退 職 手 当
勤続 35年の場合
○自己都合　　３９.７５７５月分
○勧奨・定年　４７．７０９月分

時間外勤務手当 ○平成２９年度支給実績１９，００４千円
○平成２９年度職員１人当たり平均支給年額　２９２千円

扶 養 手 当
○配偶者・・・６，５００円　
○扶養親族たる子・・・１人につき１０，０００円
　（15歳から 22歳の該当は５，０００円加算）
○扶養親族たる父母等・・・１人につき６，５００円

住 居 手 当 ○借家借間・・・２７，０００円上限

通 勤 手 当
○交通機関などの利用者・・・５５，０００円までは全額、５５，０００円を超えた場合、そ
　の超えた額の 1/2 の額を５５，０００円に加えた額 
○自動車等使用者・・・通勤距離に応じて、２，４００円～４６，３００円

特 殊 勤 務 手 当
○危険、不快、不健康または困難な業務に従事する職員に対して支給
　行旅死病人取扱手当１日５，０００円、　防疫作業手当１日５００円
　除雪作業手当　時間に応じて 2,000 円から 5,000 円

管 理 職 手 当 ○職に応じた額（定額） 

４．職員の勤務条件の状況

●勤務時間
１週間の正規の勤務時間 ３８時間４５分
１日の正規の勤務時間 ７時間４５分
開始時刻 午前８時３０分
終了時刻 午後５時１５分
●休暇制度

休暇の種類 付　与　日　数

年 次 有 給 休 暇
年ごとに２０日間付与され、２０日を超えない
範囲内の残日数は、翌年度に繰り越し可能
※平成２9年平均取得日数・・・８．９日

主
な
特
別
休
暇

産 前 産 後 休 暇 産前８週間、産後８週間以内
配偶者の出産休暇 ３日以内
育 児 休 暇 １日２回各３０分以内 
子の看護のための休暇 ５日以内
忌 引 休 暇 続柄により１～１０日以内
夏 季 休 暇 ５日以内（6月から 10月）
ボランティア休暇 ５日以内
結 婚 休 暇 １０日以内 ８．職員の福祉と利益の保護の状況

　　　　　　　　　　（平成２９年度）

●健康診断等の受診状況
区　分 受診者数（延べ）

定 期 健 康 診 断 １１２人
人 間 ド ッ グ 　　４人

９．公平委員会の業務の状況（平成２９年度）

区　分 件　数
勤務条件に関する措置の要求の状況 ０件
不利益処分に関する不服申立ての状況 ０件

５．職員の分限処分と懲戒処分の状況
　　　　　　　　　　（平成２９年度）
●分限処分・・・１件 （休職）
●懲戒処分・・・０件  
     
６．職員の服務の状況（平成２９年度） 
●服務義務違反・・・０件 
     
７．職員の研修の状況（平成２９年度） 
●研修状況

区　分 受講者数
ふくしま自治研修センター ２６人

その他の研修 ５人
計 ３１人

    

●育児休業等の取得状況（平成２９年度）
平成2９年度取得者数

育児休業 部分休業 育児短時間勤務
男 ０人 ０人 ０人
女 １人 ０人 ０人
計 １人 ０人 ０人

●公務災害等の状況
区　分 件　数

公 務 災 害 ０人
通 勤 災 害 ０人 町職員が講師となって行われた塙中 3年生の地方自治体験学習

事

行

政

の
運
営
状
況

人
　

塙
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
第
６
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
平
成
29
年
度
の
職
員
数
や
給
与
、
服
務
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。
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第34回 塙町青少年の主張大会

Let’s 理科読｢音はつたわる♪｣in産業祭
　11 月 23 日 ( 金 )、ガリレオ工房と塙町立図書館

の共同企画として、『Let’s 理科読』が塙小学校の

体育館で開催されました。

　実験ショーでは、紙コップがいくつもつながった

糸電話や細長い風船に紙コップを貼り付けた長風船

電話で声の伝わり方を確認しました。

　参加者は、面白い科学の本の紹介と音に関するさ

まざまな実験ショーを通して理科の知識に触れ、楽

しい時間を過ごしました。

　11 月 10 日（土）、塙町公民館で「塙町青少年の主張
大会」が開催されました。町内の小・中学生、高校生、
11 人が日ごろ思っていることや将来の夢などを文章に
まとめ、自らの思いを約 200 人の聴衆を前に堂々と発表
しました。
　いずれの発表も素晴らしく、審査員を悩ませる内容で
したが、厳正な審査の結果、３人の皆さんが最優秀賞に
選ばれました。
　なお、審査中には、はなわ篠笛愛好会と箏和会による
コラボ演奏が披露され、会場は大いに盛り上がりました。

最優秀賞

　○小学校の部　

　　加藤 の乃か （塙小学校６年）
　○中学校の部　　

　　鈴木 七海　 （塙中学校１年）
　○高等学校の部　

　　二瓶 隆一郎 （修明高校２年）

主張発表をした児童・生徒の皆さん

第 34 回青少年の主張大会 発表者一覧（敬称略・発表順）
氏　　名 学校・学年 テ　ー　マ

上
かとうの

遠野優
ゆ う か

香 笹原小学校６年 勇気 ･ 挑戦 ･ 努力 ･ 絆

加
か と う

藤の乃
の

か 塙小学校６年「一つの思い」

大
お お ば

場　建
た つ き

宜 笹原小学校６年 ぼくの｢ガチガチ｣解消法

下
しもじゅう

重　杏
あ ん り

莉 塙小学校６年 言葉がもつ力

鈴
す ず き

木　七
な な み

海 塙中学校１年 将来の夢

穂
ほ つ み

積　奏
か の ん

音 塙中学校２年 わたしを育てる距離

上
かみつま

妻　遥
は る な

菜 塙中学校３年 思いをたすきに込めて

二
にへい

瓶隆
りゅういちろう

一郎 修明高校２年 ミツバチと人の未来

金
かなざわ

澤　恵
め ぐ み

美 光南高校１年 将来の目標

青
あ お と

砥　世
せ い ら

来 白河高校１年 私の高校生活とこれから

石
いしはら

原　颯
は や と

人 修 明 高 校 鮫 川 校 2 年 修明高校鮫川校での人間的成長

塙町文化講演会『歴史の偉人に学ぶ平成の生き方』
　11月25日（日）開催の塙町文化講演会には約150人が参加し、羽黒山

城や寺西代官、向ヶ岡公園の歴史的価値を学ぶとともに、講師の金谷

俊一郎先生の「平成を生きる私たちには、歴史の偉人のおかげで平和が

あることに感謝し、次世代にバトンを渡す役割がある」という話に感動し、

大きくうなずきながら聴講しました。また、先生から寄贈された『日本の

歴史 平成の 30 年 ( 小学館 )』は町立図書館で閲覧できます。

なかよしルーム参加者募集
　12 月のなかよしルームは ｢ クリ

スマス会～みんなでパーティーをし

よう！～」です。ゲームやビンゴで

盛り上がった後は、自分たちでデ

コレーションしたケーキを食べて、

パーティーを楽しみましょう！

日　時：12 月 14 日 ( 金 )

　　　　午前 9 時 30 分から

　　　　午後 1 時

場　所：塙町公民館 2 階和室

費　用：無料

持ち物：飲み物

申込先：塙町公民館 ☎ 43-0320

※ 12 月 13 日 ( 木 ) までに事前に申

し込みをお願いします。

～塙町生涯学習だより～　1２月号
発行：塙町教育委員会生涯学習課

マナ ビイ

問い合わせ

■生涯学習課

　☎４３－２６４４

■塙町公民館

　☎４３－０３２０

はなわスポーツクラブ

広報 162018－12広報17 2018－12

12月号
　はなわスポーツクラブでは、

ひとりでも仲間同士でも参加で

きる教室を開催しております。

お気軽に見学におこしください。

はなわスポーツクラブ通信

NPO 法人はなわスポーツクラブ
http://hanawa-fsc.jp
塙町大字塙字桜木町 80（塙町営体育館内）
☎ 0247―57―6589　FAX57―6587
mail:hanawa.fsc@gmail.com

検　索

携帯電話からでも
アクセスできますいますぐ検索！

ＨＰ内ブログにて、日々の活動の
様子をアップしています。

紙コップをいくつもつなげた糸電話で聞こえ方を確かめる参加者 自身が解説担当の『日本の歴史』を紹介 東北への要衝『塙』の地理的重要性を説く先生

観衆を魅了した競演(はなわ篠笛愛好会･箏和会)

　11 月 22 日（木）、全日本陸上大会や世界陸上大

会で活躍中のヤマダ電機陸上競技部の選手による

陸上教室を笹原小学校で開催しました。参加した

町内小学校の児童 62 人は、トップアスリートの

パフォーマンスを見た後、真剣に指導を受け、身

体の使い方を確認していました。

ヤマダ電機×はなスポ陸上教室in笹原小学校

　今大会からねんりんピックの種目にカローリングが
加わり、毎週教室に通う、はなわスポーツクラブ会員
３人が、11 月 2 日（金）から富山県入善町で開かれた

『ねんりんピック富山 2018 カローリング大会』に福島
県代表として出場しました。

○深谷康正選手
　ねんりんピックのカローリング大会
の最高年齢者として表彰され、賞をいた
だききました。また、良い成績だったの
で、楽しく気持ちよく参加してきまし
た。

○近藤延生一選手
　スポーツに歳は関係なく、努力すれば
報われる。積極的に何でもやってきて、
色々な大会に出場してきましたが、こん
なに盛大な大会は初めてで、大変良かっ
たです。

はなスポ会員、ねんりんピック富山大会　　
カローリング競技に福島県代表として出場!

　初冬の塙町内を一緒に歩いてみませんか。3 ㎞程度の道のり
をサンタクロースにまつわる姿で楽しく歩きます！参加費は無
料で赤い物を身に付けていれば、どなたでも参加できます。
日　時：12月16日（日）開会 : 午前 9 時 30 分 閉会 : 正午
受　付：塙町営体育館駐車場（午前 9 時から）

ノルディックウォーキング教室 サンタウォーキング参加者募集
ー赤い物を身に付けて、一緒に歩こう♪ー

　10 月 27 日 ( 土 )、はなわスポーツクラブ会員 40 人が参加し、東京ゲー
トブリッジウォーキングを開催しました。
　朝からの雨は昼頃には上がりましたが、海上の橋のため落雷注意報発
令中で、歩行することはできませんでした。しかし、その後の東京ベイ
ワシントンホテルでの食事は、バイキング形式で大変盛り上がり、フジ
テレビ周辺の散策でも会員同士、楽しく交流することができました。
　クラブの会員同士がウォーキングや食事を一緒にし、教室の枠を越え
て情報交換や交流をする機会を作ろうと行ったこの企画は、今回も大成
功でした。次回の開催もどうぞお楽しみに！

東京ゲートブリッジウォーキング大盛況！

幅跳び選手のパフォーマンスに歓声を上げる児童たち

サンタウォーキングを楽しむ昨年の参加者

ゲートブリッジの前で参加者全員で記念撮影



おくやみ申し上げます

10月16日から11月15日までの届け出

亡くなられた方 年齢 住　所

笹嶋　ヤイ さ 
ん 95歳 川 上

生方　　稔 さ 
ん 83歳 川 上

松本　泰子 さ 
ん 93歳 植 田

金澤　邦江 さ 
ん 83歳 台 宿

白石　　大 さ 
ん 93歳 川 上

八幡　栄充 さ 
ん 93歳 片 貝

荒川　泰子 さ 
ん 83歳 常世中野

※この欄に掲載を希望されない方は、届け出の際
　に窓口に申し出てください。

く
ら
し
の

情
報
◆塙町役場の電話番号（代表）

ＴＥＬ　０２４７－４３－２１１１

ＦＡＸ　０２４７－４３－２１１６

◆町のホームページアドレス

http://www.town.hanawa.fukushima.jp/

◆町のメールアドレス

soumu@town.hanawa.fukushima.jp

※ご意見・ご要望のある方はご利用ください。

【各課などの直通電話番号】

総　 務　 課　４３－２１１１

町　 民　 課　４３－２１１３

　　　　　　　４３－２１１４

健康福祉課　４３－２１１５

包括支援センター　４３－２２２４

　　　　　　　４３－２２２７

まち振興課　４３－２１１２

　　　　　　　４３－２１１８

まち整備課　４３－２１１７

生活環境課　４３－２１４８

会　 計　 室　４３－２１４９

塙 保 育 園　４３－０３７７

議会事務局　４３－２１５０

農業委員会　４３－２１１９

学校教育課　４３－４０５０

生涯学習課　４３－２６４４

公　 民　 館　４３－０３２０

図　 書　 館　４３－０８０８

給食センター　４３－０１８８

東白衛生組合　４３－０３７８

　

東
白
川
郡
内
の
消
費
生
活
相
談

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
消
費
生

活
の
悩
み
ご
と
や
分
か
ら
な
い
こ

と
な
ど
、
専
門
の
相
談
員
が
対
応

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
日
　

時

　

平
成
30
年
12
月
20
日
（
木
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

■
場
　

所

　

塙
農
村
勤
労
福
祉
会
館

■
問
い
合
わ
せ

　

白
河
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
８（
２
２
）
１
１
３
３

　

賃
金
未
払
い
、
解
雇
、
退
職
、

パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の
労
使
間
の
ト
ラ

ブ
ル
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
疑
問

に
つ
い
て
の
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
日
　

時

　

平
成
30
年
12
月
16
日
（
日
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
７
時

■
相
談
・
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
労
働
委
員
会

　

☎
０
２
４
（
５
２
１
）
７
５
９
４

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
家
族

と
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
を
、
自
分

の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
温
か
い
愛

情
と
正
し
い
理
解
に
基
づ
き
養
育

す
る
「
里
親
」
に
つ
い
て
、
詳
し

く
制
度
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
里
親
入
門
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

■
日
　

時

　

平
成
31
年
２
月
４
日
（
月
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
前
11
時
30
分

■
場
　

所

　

郡
山
市
中
央
公
民
館

■
対
象
・
定
員

　

里
親
制
度
や
子
ど
も
の
福
祉
に

つ
い
て
関
心
の
あ
る
方
（
30
人
）

■
申
込
期
間

　

平
成
31
年
１
月
25
日
（
金
）
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
県
中
児
童
相
談
所

　

☎
０
２
４（
９
３
５
）０
６
１
１

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
、
援
助
が
必

要
な
人
の
マ
ー
ク
で
す
。
義
足
や

人
工
関
節
を
使
用
し
て
い
る
方
、

内
部
障
が
い
や
難
病
の
方
、
妊
娠

初
期
の
方
な
ど
援
助
や
配
慮
を
必

要
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る

た
め
の
も
の
で
す
。
希
望
さ
れ
る

方
は
健
康
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

　

☎
（
４
３
）２
１
１
５

　

医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
・
看

護
師
・
歯
科
衛
生
士
な
ど
の
皆
さ

ん
に
は
、
医
師
法
等
関
連
法
律
に

よ
り
、
２
年
に
１
度
、
住
所
や
従

事
先
な
ど
を
記
載
し
た
届
出
票
の

提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
は
届
出
の
年
に
あ
た
り

ま
す
の
で
、
該
当
す
る
方
は
平
成

30
年
12
月
31
日
現
在
の
状
況
を
保

健
所
ま
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

■
届
出
対
象
者

・
日
本
に
居
住
し
、
日
本
の
医
籍

・
歯
科
医
籍
・
薬
剤
師
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
全
て
の
医
師
・
歯

科
医
師
・
薬
剤
師
（
従
事
し
て
い

な
い
方
も
含
み
ま
す
）【
届
出
先

　

住
所
地
ま
た
は
就
業
地
を
管
轄

す
る
保
健
所
】

・
県
内
で
就
業
し
て
い
る
保
健

師
・
助
産
師
・
看
護
師
・
准
看
護
師
・

歯
科
衛
生
士
・
歯
科
技
工
士
【
届

出
先
　

就
業
地
を
管
轄
す
る
保
健

所
】

相　談
消
費
生
活
の
悩
み
ご
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か

ま
ち
振
興
課

■
提
出
期
限

　

平
成
31
年
１
月
15
日
（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
先

・
最
寄
り
の
各
保
健
所

・
福
島
県
保
健
福
祉
総
務
課

　

☎
０
２
４
（
５
２
１
）
７
２
１
７

・
福
島
県
医
療
人
材
対
策
室

　

☎
０
２
４
（
５
２
１
）
７
２
２
２

　

15
歳
か
ら
17
歳
未
満
の
男
子
が

対
象
の
採
用
試
験
で
す
。
入
校
と

同
時
に
、
特
別
職
国
家
公
務
員
に

な
り
、
通
信
制
の
高
等
学
校
教
育

を
受
け
な
が
ら
、
将
来
自
衛
隊
の

技
術
陸
曹
を
養
成
す
る
制
度
で
す
。

【
一
般
採
用
試
験
】

■
受
付
期
間

　

平
成
31
年
１
月
７
日
（
月
）
ま
で

■
一
次
試
験
日
・
会
場

　

平
成
31
年
１
月
19
日
（
土
）

　

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

※
２
次
試
験
は
合
格
者
の
み
に
通
知

■
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

　

白
河
地
域
事
務
所

　

☎
０
２
４
８
（
２
４
）
０
３
７
２

　

放
送
大
学
は
、
２
０
１
９
年
４

月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、

約
９
万
人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
ん
で
楽
し
み
た
い

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
学
ん
で

い
ま
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学

な
ど
約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科

目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
資
料
を
無
料
で

差
し
上
げ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
出
願
期

間
は
、
第
１
回
目
が
２
月
28
日

（
木
）で
、
第
２
回
目
が
３
月
17
日

（
日
）ま
で
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
（
９
２
１
）
７
４
７
１

労
働
困
り
ご
と
相
談
会

福
島
県
労
働
委
員
会

お知らせ

募　集

医
療
従
事
者
の
皆
さ
ん
は

届
出
を
お
忘
れ
な
く

福
島
県
保
健
福
祉
部

放
送
大
学
入
学
生

放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

里
親
入
門
講
座
を
開
催
し
ま
す

福
島
県
県
中
児
童
相
談
所

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

白
河
地
域
事
務
所

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
ご
存
じ
で
す
か

健
康
福
祉
課

‥

‥

 住⺠基本台帳法の規定に基づき、閲覧状況を毎年１回以上公表することが規定され
ています。
 平成２９年１１⽉１⽇から平成３０年１０⽉３１⽇までの閲覧状況を公表します。 

開⽰請求をした国、地⽅公共団体等
および閲覧申請をした法⼈の名称 請求事由の概要 閲覧の年⽉⽇ 閲覧にかかる住⺠の範囲

株式会社⽇本リサーチセンター
代表取締役社⻑ 鈴⽊稲博

（委託者：⾦融広報中央委員会）
家計の⾦融⾏動に
関する世論調査 平成30年3⽉28⽇ ⼤字塙・上渋井の

20 歳以上の男⼥

株式会社⽇本リサーチセンター
代表取締役社⻑ 鈴⽊稲博

（委託者：NHK 放送⽂化研究所）
６⽉全国個⼈視聴率

調査 平成30年5⽉2⽇ ⼤字塙の７歳以上の
男⼥

株式会社⽇本リサーチセンター
代表取締役社⻑ 鈴⽊稲博

（委託者：NHK 放送⽂化研究所）

情報とメディア利⽤
に関する

世論調査 2018
平成30年5⽉2⽇

⼤字塙・上渋井の
16 歳以上 69 歳以下

の男⼥
株式会社クサカ印刷
代表取締役 ⽇下直哉
（委託者：福島県）

平成30年度
健康ふくしま21調査

平成30年7⽉4⽇ ⼤字塙字宮⽥町の
15 歳以上の男⼥

⼀般社団法⼈中央調査社 ⼤室真⽣
（委託者：NHK 報道局選挙プロジェクト）

地域の暮らしに
関する意識調査 平成30年7⽉30⽇ ⼤字那倉の

18 歳以上の男⼥

株式会社 IT スクエア
代表取締役社⻑ 渡邉亨
（委託者：福島県）

福島県まちづくりに
関する意識調査 平成30年10⽉12⽇ ⼤字塙・川上の

18 歳以上の男⼥

⾃衛隊福島地⽅協⼒本部
⽩河地域事務所

⾃衛官および
⾃衛隊候補⽣の募集 平成30年10⽉23⽇

町内の平成13年4⽉2⽇
から

平成14年4⽉1⽇
⽣まれの男⼥

⾃衛隊福島地⽅協⼒本部
⽩河地域事務所

陸上⾃衛隊
⾼等⼯科学校の

⽣徒の募集
平成30年10⽉23⽇

町内の平成16年4⽉2⽇
から

平成17年4⽉1⽇
⽣まれの男⼦

　　　　　　　　　　　　　　　■問い合わせ　町民課　住民係　☎４３―２１１４

■住民基本台帳の閲覧状況を公表します
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（町内 35 カ所）
片貝分館

11/8 0.08

塙町役場 西河内分館 折篭集会所

11/8 0.06 11/8 0.06 11/8 0.08

道の駅はなわ 堀越集会所 殿畑集会所入口

11/8 0.07 11/8 0.08 11/8 0.09

上渋井集会所 小高集会所 石堀子集会所

11/8 0.08 11/8 0.07 11/8 0.08

台宿分館 東河内分館 矢塚集会所

11/8 0.08 11/8 0.08 11/8 0.08

稲沢集会所 一本木集会所 那倉分館

11/8 0.09 11/8 0.10 11/8 0.09

上石井分館 中塚集会所 大平・大竹正勝さん宅入口

11/8 0.09 11/8 0.09 11/8 0.08

吉成運送第２倉庫前 笹原地区公民館 那倉呼石入口バス停前

11/8 0.09 11/8 0.07 11/8 0.12

伊香分館 川上四区集会所 田代権現堂

11/8 0.08 11/8 0.09 11/8 0.10

古宿屯所前 大蕨分館 田代分館

11/8 0.09 11/8 0.10 11/8 0.10

高城地区公民館 前田集会所 丸ケ草分館

11/8 0.07 11/8 0.08 11/8 0.09

真名畑分館 木野反分館 単位：
マイクロシーベルト 
　　　 / 時間

地上１㍍で測定

11/8 0.09 11/8 0.09

常豊地区公民館 湯遊ランドはなわ

11/8 0.07 11/8 0.08

※測定機器：シンチレーションサーベイメータ
　日立アロカ TCS172　　　　　
※福島県ホームページにおいて、福島県放射能
　測定マップが公表されています。

町が独自に調査した

放射線測定値を報告します



Town Topics

自然保護指導員としての功績が評価
―戸井田柱男さん、髙栁伸一さんが環境省自然環境局長表彰受賞―

　１１月１９日（月）　自然歩道の維持管理や普及
啓発活動に尽力されたとして、戸井田柱男さん（台
宿）と髙栁伸一さん（湯岐）が、環境省自然環境
局長表彰を受賞し、野地誠県南地方振興局長から
表彰状を伝達されました。戸井田さんは１７年、
高栁さんは１０年の永きにわたり福島県自然保護
指導員として尽力されてきました。お２人は「大
変光栄なこと。今後も自然保護に目を向け、微力
ながら啓発活動に努めていきたい」と受賞の感想
を述べました。

貴重な一票を投じる生徒

　１１月８日（木）　福島市で行われた平成３０年
度福島県統計功労者表彰式の席上で、塙町統計調
査員の白石好子さん（本町）が経済産業大臣表彰、
芳賀佳海さん（栄町）、生方啓子さん（常世北野）
が福島県統計協会名誉会長表彰を受賞しました。
白石さんは経済産業省所管の統計調査に対し永年
の功績が認められ、芳賀さん、生方さんは７年以
上統計調査に従事したことが評価されての受賞と
なりました。宮田町長は「皆さん、受賞おめでと
うございます。今後も、引き続き統計調査員とし
てご協力願います」と受賞を称えました。

永年にわたり統計調査に尽力
―白石好子さんらが統計調査員として表彰―

表彰状を受賞した戸井田さん（㊧から２）と高栁さん（㊧から３）

　１１月２４日（土）　塙幼稚園生活発表会が、
同園ゆうぎ室で行われました。第１部の年少
組では、６人から８人に分かれてのダンス、
年少組全員で歌などを発表しました。第２部
の年長組は、舞踊劇として「ねずみのよめい
り」、「しらゆきひめ」をクラス全員で力を合
わせて発表しました。最後は、年長組全員で
合奏と歌を披露。素敵な衣装に身を包み、園
生活で学んだことを一生懸命発表する姿に、
保護者たちからは大きな拍手が送られていま
した。

僕たち一生懸命頑張ったよ
―塙幼稚園で生活発表会―

年長組全員できれいな歌声を披露しました

年少組は素敵なダンスを発表。衣装もばっちり決まっています

年長組は難しいセリフを覚え舞踊劇にチャレンジしました

　１１月２４日（土）　県内各地を転戦する自転車
ロードレース「ツール・ド・ふくしま」の今年度
最終戦が、湯遊ランドはなわをスタートとする１
周約８㌔の周回コースで開催されました。開会式
前には、塙工高和太鼓部ＯＢが勇壮な演奏で選手
たちを鼓舞。「ふるさとカフェ矢塚分校」を運営
している矢塚明日香塾のスタッフが、地元食材を
使ったけんちんうどんを振る舞い、選手たちの疲
れた体を癒していました。レースに参加した大勢
の選手らは、自然あふれ、アップダウンの激しい
コースで順位を競い合いました。

ツール・ド・はなわが初開催
―ツール・ド・ふくしまの最終戦が塙町で開催―

大勢の選手が参加した「ツール・ド・はなわ」

永年の功績が認められ表彰を受賞した白石さん（㊧から２）、
芳賀さん（㊧から３）、生方さん（㊧から４）

未来の塙町を考え、選挙を学ぶ
―塙中学校３年生を対象に「地方自治体験学習」―

　１１月１５日（木）　町職員が講師となり、塙中学校
３年生を対象として行われてきた地方自治体験学
習の最終回（４回目）が同校体育館で行われまし
た。授業では、これまでの考えをグループごとに
まとめ「どうすれば町が良くなるか」を発表しま
した。その後、選挙制度を学び、町職員３人が候
補者となって演説を行いました。各候補者の演説
を聞いた生徒らは、投票用紙に候補者の名前を記
載し、投票箱に一票を投じていました。開票結果
発表まで行われ、生徒らは町の未来を考えるとと
もに、選挙制度について理解を深めていました。

【写真㊤】町の未来を考えグルー
プごとに発表を行いました。【写
真㊦】選挙制度についての問題
に答える生徒
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　東京塙会のふるさとバスの旅

は、11 月３日（土）から４日（日）

にかけて開催されました。上野

駅に午前９時に集合し、それか

ら一路、塙町へ。

　初めに大子町の永源寺に立ち

寄りました。バスを降りると懐

かしい久慈川沿いの景色が穏や

かに出迎えてくれました。お日

柄もよく、もみじ寺は見頃を迎

えていました。湯遊ランドが用

意してくれたお弁当を食べてか

ら、ゆっくりと散策すると、紅

葉の色づきが素晴らしく、まる

で青空に描かれた絵葉書のよう

でした。

　その後、那倉渓谷経由で湯遊

ランドはなわへ。紅葉は見頃を

迎え、赤や黄色が織り成す秋化

粧は、塙町に戻ってきているこ

とを忘れてしまうほど美しかっ

たです。湯遊ランドはなわに到

着すると、まち振興課の皆さま

がお出迎えしてくれました。隣

接するダリア園では、吉成課長

自らダリアのさまざまな話を聞

かせてくれました。毎年 10 月

末に閉館ということでしたが、

今年のダリアは、私たちが来る

まで待っていてくれていたよう

で、さまざまな表情で咲き誇っ

ていました。夕方からは懇親会

がスタート。宮田町長をはじめ、

まち振興課の皆さまにも出席い

ただき、美味しい料理と懐かし

い話、そして係の皆さまのお心

遣いのおかげで、楽しいひとと

きを過ごすことができました。

　翌日は、午前９時に湯遊ラン

ドを出発し、あぶくま高原美術

館を見学。野口勝宏さんの写真

展が開催されていました。野口

さんの作品は、すべて福島県内

の花で、今まで見たことのない

迫力と美しさ、そして生命力に

心を奪われました。前回訪れた、

ふるさとカフェ矢塚分校にはお

邪魔できませんでしたが、美味

しいお弁当をいただきました。

　その後、今回の旅の一大イベ

ント「出羽神社例大祭」を見学

しました。久しぶりに見る大祭

は、以前と変わらぬ熱気とざわ

めき。子どものころに見た景色

が蘇ってきました。この景色は、

後世に引き継いでほしいと強く

感じました。

　楽しい時間はあっという間に

過ぎ、道の駅で買い物をしてか

ら帰路へ。来年も元気に皆さん

と会うことを約束して解散。塙

町の素晴らしさを改めて感じる

ことができた充実した旅となり

ました。お世話になった皆さま

に心から御礼申し上げます。

（「ふるさとバスの旅」参加者一同）
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こ
ん
に
ち
は
。
随
想
リ
レ
ー
２
度
目
の

上
妻
で
す
。
縁
あ
っ
て
、
５
年
前
に
も
書

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
５
年
と
い
う

歳
月
は
、
短
い
よ
う
な
、
長
い
よ
う
な
、

ど
ち
ら
と
も
思
え
ま
す
。

　

当
時
、
６
歳
と
３
歳
だ
っ
た
息
子
た
ち

は
、現
在
11
歳
（
小
学
５
年
）
と
８
歳
（
小

学
３
年
）
に
成
長
し
ま
し
た
。
子
ど
も
の

成
長
は
本
当
に
早
く
、
毎
日
一
緒
に
い
る

親
の
私
で
さ
え
、
驚
く
こ
と
が
多
く
あ
り

ま
す
。
大
人
の
５
年
と
子
ど
も
の
５
年
の

歳
月
は
、
全
然
違
い
ま
す
ね
（
笑
）。
子
ど

も
の
毎
日
の
成
長
、
そ
し
て
将
来
の
姿
が

と
て
も
楽
し
み
で
す
。

　

そ
し
て
、
５
年
前
か
ら
変
わ
っ
た
こ
と

が
も
う
一
つ
。
台
宿
か
ら
西
河
内
に
引
っ

越
し
ま
し
た
。
初
め
は
、
ち
ょ
っ
と
不
便

か
な
と
か
、
同
世
代
の
方
や
知
っ
て
い
る

方
が
い
な
く
て
う
ま
く
や
っ
て
い
け
る
か

心
配
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
に
と
て
も
優
し

く
し
て
い
た
だ
き
、
す
ぐ
に
打
ち
解
け
る

こ
と
が
で
き
て
、
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
年
齢
的
に
は
全
然
違
い
ま
す
が
、

い
ろ
い
ろ
と
か
わ
い
が
っ
て
い
た
だ
き
、

今
で
は
、
こ
こ
に
越
し
て
き
て
良
か
っ
た

と
思
え
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か

ら
も
私
た
ち
家
族
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
前
と
変
わ
ら
な
い
こ
と
は
、

実
家
の
み
ん
な
が
大
好
き
と
い
う
こ
と
で

す
。
甥
っ
子
、
姪
っ
子
も
増
え
て
、
ま
す

ま
す
に
ぎ
や
か
に
な
り
、
相
変
わ
ら
ず
何

か
あ
れ
ば
、
兄
弟
家
族
み
ん
な
で
集
ま
っ

て
わ
い
わ
い
や
っ
て
ま
す
。

　

き
っ
と
そ
れ
は
、
両
親
が
最
高
に
素
敵

な
２
人
だ
か
ら
、
自
然
と
み
ん
な
が
実
家

に
集
ま
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
前
回
も
書

き
ま
し
た
が
、
私
も
将
来
お
姑
さ
ん
に
な
っ

た
と
き
は
、
お
義
母
さ
ん
の
よ
う
に
な
り

た
い
と
、
今
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
体
に
気
を
付
け
て
、
お
義

父
さ
ん
と
い
つ
ま
で
も
仲
良
く
い
て
く
だ

さ
い
。
私
た
ち
夫
婦
も
２
人
を
見
習
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
次
回
は
長
島
恵
美
さ
ん
（
上
石
井
）
で
す
】

東京塙会ふるさとバスの旅

「
５
年
の
歳
月
」

上
かみつま

妻 智
と も こ

子さん（西河内）

職　　　業：会社員
趣　　　味：食べ歩き
好きな言葉：ありがとう

お待ちかね！　　　
　あなたの出番です。

随
想
リ
レ
ー-Vol. 349-

塙町の素晴らしさを改めて実感

参加者全員で集合写真（ダリア園）

心温まる善意に感謝（11月分）

出生児名 父 ・ 母 月/日 住　 所

石井央
お う し ろ う

志朗く
　ん 征 人 ・ 里 沙 10 ／ 16       上 石 井

浅間あかり
ち
ゃ
　ん 宏 之 ・ あゆみ 10 ／ 17 那 倉

栗原　　雅
みやび

ち
ゃ
　ん

伸 浩 ・ 結 真 10 ／ 29 材 木 町

こんにちは赤ちゃん
10月１6日から１1月１５日までの届け出

Kamitsuma Tomoko

■株式会社星電設　様

　電気敷毛布（友愛訪問先へ／通算 29 回目）

■一般財団法人　白信育英会　様

　５０万円（図書館の蔵書充実のため）

■松本　英次　様

　１０万円（つつじ募金／故人の遺志として）



▼
今
月
は
、
第
29
回
を
数
え
る

塙
町
産
業
祭
に
つ
い
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
晴
天

に
恵
ま
れ
、
新
イ
ベ
ン
ト
な
ど

も
あ
り
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
水
上
俵
引
き
競
争
も

相
変
わ
ら
ず
の
盛
り
上
が
り
で
、

冷
た
さ
や
寒
さ
に
負
け
ず
、
懸

命
に
俵
を
引
く
姿
が
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。
▼
３
年
に
一
度
の

出
羽
神
社
例
大
祭
が
11
月
３
日
・

４
日
に
行
わ
れ
、
山
車
を
引
く

声
や
太
鼓
・
篠
笛
の
華
麗
な
音

色
が
町
内
を
包
み
込
み
ま
し
た
。

３
年
に
一
度
し
か
見
ら
れ
な
い

皆
さ
ん
の
姿
は
と
て
も
貴
重
で

「
大
寄
せ
」
は
、
大
勢
の
人
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
こ
の
日
の

た
め
に
練
習
を
頑
張
っ
て
き
た

子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、
運
営

関
係
者
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。
　
　
　
　

（
松
）

　

編

集

後

記
　

勢いよくスタート！ゼッケン 21 番が塙町（㊧から３）

前日の開会式で選手を代表し、選手宣

誓をした藤田哲史さん。「県民に勇気

と感動をもたらし、平成最後の最も熱

い大会にする」と力強く宣誓しました

平成最後の最も熱い大会に－。

全力で駆け抜けた16区間
　

11
月
18
日
（
日
）、
第
30
回
市
町

村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会

（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）
が
行
わ
れ
、
塙

町
チ
ー
ム
は
、
６
時
間
１
分
１
秒
の

タ
イ
ム
で
、
総
合
46
位
、
町
の
部
23

位
と
い
う
成
績
で
昨
年
よ
り
４
つ
順

位
を
上
げ
ま
し
た
。

　

塙
町
チ
ー
ム
は
、10
月
31
日
（
水
）

に
チ
ー
ム
結
団
式
を
行
い
、
大
会
に

向
け
て
日
々
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。

　

迎
え
た
本
番
で
は
、
し
ら
か
わ
カ

タ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
陸
上
競
技

場
を
ス
タ
ー
ト
し
、
福
島
県
庁
前
ま

で
の
16
区
間
、
95
㌔
を
力
走
し
ま
し

た
。
若
い
メ
ン
バ
ー
で
レ
ー
ス
に
臨

ん
だ
塙
町
チ
ー
ム
。
郷
土
の
誇
り
を

胸
に
選
手
全
員
一
丸
と
な
っ
て
、
最

後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
全
力
で
走
り

抜
き
ま
し
た
。

第３０回
ふくしま駅伝

■監　督

　羽田　友哉（塙町役場）
■コーチ

　廣木　祐太（塙中教員）
　大瀧　貴弘（㈱大栄木材）
■主将
　大野　　剛（Rumilito）
■支援コーチ

　鈴木　大蔵（塙中教員）
　佐藤　克哉（塙中教員）
　添田　富男（大同化工）
■選　手

１区 鈴木有希乃（塙中３年）
２区 添田　陽斗（学法石川高校３年）
３区 鈴木　陽人（塙中３年）
４区 鈴木　貴之（東京消防庁）
５区 後藤　直樹（塙工高１年）
６区 羽田　　琢（鶴岡市消防本部）
７区 近藤　　奨（塙中１年）
８区 池田　倖太（塙中３年）
９区 佐々木結花（塙中３年）
10 区 藤田　哲史（東京農大４年）
11 区 鈴木　花奈（塙中２年）
12 区 佐藤　克哉（塙中教員）
13 区 鈴木　　柊（成蹊大 1年）
14 区 松本　悠伍（塙中３年）
15 区 上妻　遥菜（塙中３年）
16 区 大野　　剛（Rumilito）
補欠 菊池　敏幸（㈱エーコー）
補欠 阿部　千晃（笹原小教員）
補欠 金澤　優人（塙中２年）
補欠 舟木　柊太（塙中２年）
補欠 岡部　悠雅（塙中１年）
補欠 鈴木　萌加（塙中１年）
補欠 園部咲礼菜（塙中１年）
補欠 鈴木　愛梨（学法石川高校 1年）
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　町　　県　　民　　税　　４期

　国 民 健 康 保 険 税　　６期

　後期高齢者医療保険料　　５期

　介　 護　 保　 険　 料　　６期

　納　期　限　１２月２５日（火）

◆口座振替日は1２月２５日（火）です。

12 月９日（日）
あらまちクリニック
☎３３― ８０１８ 12月30日（日）

大 木 医 院
☎３３―２４２４

12 月16日（日）つちやクリニック
☎４３―２２５０ 12月31日（月）深 谷 クリニ ック

☎３３―３２２３

12 月23日（日）金 澤 医 院
☎４６― ２３１２ 1 月 1 日（火）車 田 医 院

☎４３―１０１９

12月24日（月）和 田 医 院
☎３３― ２０１２ 1 月２日（水）おおひら整形外科クリニック

☎３３―９４６８

■ホームページ　http://www.town.hanawa.fukushima.jp/
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　男性 4,369人（－ 1）　　　世帯数 3,297世帯（＋ 2）
　女性 4,479人（－ 2）　　　　　　　　（　）内は前月比

　※広報はなわの「町の人口」は、住民基本台帳の人口、
　　世帯数を掲載しています。

●休日の当番医
●今月の納税など

●町の人口　８，８４８人（1１月１日現在）

広報はなわをスマートフォンへ配信中
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ios 用


